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1.   緒言

東京女子体育大学女子体育研究所では所長の掛
水通子の提案による「TWCPEウィメンアスリーツの

ためのスポーツ指導・健康手帳スポーツダイアリー」
を作成した（掛水ほか，2017）。2017年度より本学女
子体育研究所では、大学・短大の1年生に「健康手
帳」を配布し、授業で栄養や休養について指導を行っ
てきた。また、その指導を通して、本学学生の健康
意識の一端を明らかにし（筒井ほか，掛水，筒井，
大石，長谷川，鵜沢，2018a，2018b，2018c，2018d，
2018e，2018f）、当該「手帳」の指導の必要性を確認
した。

2019年度では、健康手帳を配布して健康について
の指導を行い、入学3ヶ月後に学生の健康度をチェッ
クし、学科の違い、クラブ所属の有無、生活形態、
などで比較し、学生指導に役立てる資料を得ることを
目的とした。

2.   方法

前期終了の7月末に新入生全員に、健康度調査を
実施した。

・ 調査時期：2019年7月24日「藤村トヨの教育」の授
業時

・ 調査対象者：大学1年生、保健体育学科1年生、
児童教育学科1年生　計389名
　（学部294名，保体33名，児教幼小19名，児教幼
保43名）
調査項目は、以下のとおりである（調査用紙は巻末

に添付した）。
1. フェイスシート：学生の所属学科・居住状況・食
事状況・部活動所属と活動状況

2.「健康度・生活習慣に関する診断検査」 （徳永・
橋本，2001）。この検査は、「健康」12項目（12～
60点）、「生活習慣」14項目（14～70点）、「運動」
7項目（7～35点）、「食生活」14項目（14～70点）、
「休養」4項目（4～20点）、「睡眠時間」7項目（7

～35点）の6下位尺度から構成された。
3. 高校時代と比較しての変化を尋ねる10項目（オリジ
ナル）の健康度・生活習慣に関する診断検査
結果は、入力と一時集計まで外注し、統計解析を

行った。
なお調査は、東京女子体育大学研究倫理審査委
員会で審査され、「研倫審・2019‒19号」として承認
された。

本学学生の健康度・生活習慣に関する実態調査
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3.   結果及び考察

①健康・生活習慣に関する診断検査
体育学部体育学科、短大保健体育学科、短大児
童教育学科（幼小、幼保）別に結果を集計し、比較
した。
健康度6尺度を各々学科についての一要因分散

分析を行った結果、健康F（3, 383）=3.32，p<.05、
生活習慣F（3, 382）=2.63，p<.1、運動F（3, 378）
=6.18，p<.01で有意差または有意傾向がみられた。
学部生は、「健康」、「運動」について、短大生（保
体、児教）よりも得点が高く、健康度が高いと言える。
また、「生活習慣」でも学部生は児教幼保の学生より
健康度が高かった（表1）。「食生活」「休養」「睡眠」
については学科ごとに違いは見られなかった。
表2は、居住状況別に健康度・生活習慣の得点

を比較したものである。6下位尺度を居住による一

要因分散分析を行った結果、生活習慣F（4, 381）
=4.91，p<.01、運動F（4, 377）=2.49，p<.05、食生
活F（4, 377）=5.13，p<.01、 睡 眠 F（4, 376）=2.51，
p<.05で有意差が認められた。大学の寮に入っている
学生は自宅生の半分の人数であるが、「健康」「休養」
を除く4下位尺度で得点が高く、寮生活が良好である
ことが示されたと言えるだろう。
表3は、現代の若者でしばしば問題になる食生
活に焦点を当てて分類したグループごとの平均得
点を示したものである。6下位尺度各々で食生活に
よる一要因分散分析を行うと、生活習慣F（4, 379）
=10.29，p<.01、運動 F（4, 375）=3.75，p<.05、食
生活F（4, 375）=5.43，p<.01の4尺度で有意差が認
められた。「生活習慣」「運動」「食生活」の3尺度
で、寮や、自宅、自炊のグループが高い得点を示し
た。ここでも寮の学生がきちんと食事をしていることが
示された。

大石　千歳　 　　覚張　秀樹　　　柳田　憲一　　　阿江　美恵子

表1　学部学科別の健康度・生活習慣の諸指標の集計

学部・学科 健康 生活習慣 運動 食生活 休養 睡眠

大学学部 平均値 43.41 47.82 29.16 47.27 11.25 19.33

度数 292.00 292.00 290.00 290.00 288.00 289.00

標準偏差 7.79 8.31 5.85 9.18 4.41 5.18

短大保体 平均値 40.39 45.50 25.97 46.56 11.45 19.28

度数 33.00 32.00 32.00 32.00 31.00 32.00

標準偏差 8.05 7.44 7.39 9.20 3.93 4.23

児教幼小 平均値 41.53 45.89 26.22 47.44 10.50 18.11

度数 19.00 19.00 18.00 18.00 18.00 18.00

標準偏差 8.71 7.13 6.91 10.19 4.59 4.75

児教幼保 平均値 40.19 44.67 25.95 46.12 10.52 18.31

度数 43.00 43.00 42.00 42.00 42.00 42.00

標準偏差 8.14 6.74 6.45 8.43 4.12 4.62

合計 平均値 42.70 47.18 28.40 47.09 11.15 19.16

度数 387.00 386.00 382.00 382.00 379.00 381.00

標準偏差 7.97 8.08 6.23 9.13 4.34 5.03

＊各質問について、欠損値を含む回答者は除外されるため、度数は様々な値となっている．以下すべて同様
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表2　居住状況別の健康度・生活習慣の諸指標の集計

表3　食事別の健康度・生活習慣の諸指標の集計

学部・学科 健康 生活習慣 運動 食生活 休養 睡眠
自宅 平均値 42.12 45.64 27.58 46.55 10.82 18.66

度数 215.00 215.00 212.00 212.00 209.00 211.00

標準偏差 8.32 8.00 6.53 9.10 4.33 5.01

大学の寮 平均値 43.40 49.50 29.70 49.02 11.80 19.59

度数 123.00 122.00 122.00 122.00 122.00 122.00

標準偏差 7.58 7.67 5.51 8.60 4.48 5.09

一人暮らし 平均値 43.76 47.86 28.92 42.33 10.53 19.33

度数 37.00 37.00 36.00 36.00 36.00 36.00

標準偏差 6.77 7.87 5.61 9.01 3.95 4.50

家族以外の 平均値 42.75 50.00 26.25 55.00 13.00 22.00

親族と同居 度数 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00

標準偏差 8.96 8.98 8.62 8.16 4.24 3.46

その他 平均値 42.88 48.63 29.13 49.75 11.75 23.38

度数 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00

標準偏差 9.25 9.64 7.74 9.62 3.65 5.34

合計 平均値 42.70 47.18 28.40 47.09 11.15 19.16

度数 387.00 386.00 382.00 382.00 379.00 381.00

標準偏差 7.97 8.08 6.23 9.13 4.34 5.03

学部・学科 健康 生活習慣 運動 食生活 休養 睡眠
寮の食事 平均値 43.48 49.59 29.74 49.09 11.87 19.63

度数 122.00 121.00 121.00 121.00 121.00 121.00

標準偏差 7.56 7.64 5.51 8.59 4.44 5.10

市販品を 平均値 39.67 39.17 24.71 40.33 9.95 17.48

購入 度数 24.00 24.00 21.00 21.00 21.00 21.00

標準偏差 8.71 6.13 7.42 5.99 4.36 3.34

家族が作る 平均値 42.50 46.55 28.00 47.11 10.98 18.79

度数 195.00 195.00 195.00 195.00 193.00 194.00

標準偏差 8.25 7.86 6.19 9.28 4.39 5.14

自炊 平均値 43.00 48.05 28.13 45.05 10.58 20.05

度数 41.00 41.00 40.00 40.00 40.00 40.00

標準偏差 7.11 7.93 6.84 8.79 3.77 4.77

その他 平均値 41.67 41.33 25.33 41.00 9.00 22.33

度数 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00

標準偏差 5.86 10.26 9.07 14.53 1.00 1.15

合計 平均値 42.68 47.17 28.37 47.10 11.15 19.15

度数 385.00 384.00 380.00 380.00 378.00 379.00

標準偏差 7.95 8.09 6.23 9.11 4.35 5.01

生活習慣：自宅＜寮　　　　運動：自宅＜寮
食 生  活：自宅＜寮，自宅＞一人，寮＞一人，一人＜家族外同居，一人＜その他
睡　　眠：自宅＜その他，寮＜その他，一人＜その他

「その他」の内訳なし

生活習慣：寮食＞市販品，寮食＞家族作る，市販品＜家族作る，市販品＜自炊
運　　動：寮食＞市販品，寮食＞家族作る，市販品＜家族作る，市販品＜自炊
食  生  活：寮食＞市販品，寮食＞自炊，市販品＜家族作る

「その他」：賄い，バイト先の廃棄物など
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表4は部活動への所属状況別に健康度・生活習慣
の得点を比較したものである。6下位尺度各々で運動
部所属別の一要因分散分析を行うと、健康F（1, 385）
=5.01，p<.05、生活習慣F（1, 384）=8.80，p<.01、運
動F（1, 380）=12.42，p<.01、食生活F（1, 380）=3.75，
p<.10、休養F（1, 377）=17.74，p<.01で有意差もしく
は有意傾向が認められた。「健康」「生活習慣」「運
動」「食生活」で部活動に所属している学生の得点が
高く、「休養」だけが得点が低かった。部活動を種目
によって分類して平均点を算出したものが表5である。
6下位尺度各々で種目の一要因分散分析を行った結

果、健康F（2, 211）=2.99，p<.10のみで有意傾向が
認められた。人数に偏りがあるが、武道が球技に比
べて「健康」得点が高いことがわかる。
本学は体育・スポーツの単科大学なので学部生

の多くが部活動を生活の中心としている。また、学部
生のほうが地方出身者が多く、その多くは寮に入って
いる。それらのことが生活全般を安定させ、健康度を
高めているのではないかと推測される。ただ部活動
で睡眠時間が減少し、疲れていることはネガティブ
な側面として考えておくべきだろう。

大石　千歳　 　　覚張　秀樹　　　柳田　憲一　　　阿江　美恵子

表5　部活動種別による健康度・生活習慣の諸指標の集計

表4　部活動所属状況別の健康度・生活習慣の諸指標の集計

学部・学科 健康 生活習慣 運動 食生活 休養 睡眠
球技 平均値 42.50 47.08 28.95 47.01 10.59 19.32

度数 107.00 107.00 105.00 104.00 103.00 103.00

標準偏差 7.80 7.16 5.74 8.70 4.22 4.95

個人競技 平均値 43.87 48.66 29.43 47.92 10.20 19.22

度数 89.00 89.00 90.00 90.00 90.00 90.00

標準偏差 8.19 8.48 5.54 9.51 4.61 5.03

武道 平均値 47.22 48.17 30.83 50.72 12.33 20.44

度数 18.00 18.00 18.00 18.00 18.00 18.00

標準偏差 6.22 7.79 4.40 6.91 4.16 6.50

合計 平均値 43.46 47.83 29.31 47.71 10.57 19.37

度数 214.00 214.00 213.00 212.00 211.00 211.00

標準偏差 7.93 7.79 5.56 8.94 4.40 5.12

学部・学科 健康 生活習慣 運動 食生活 休養 睡眠
所属して 平均値 43.40 48.11 29.24 47.79 10.45 19.46

いる 度数 242.00 242.00 241.00 240.00 238.00 239.00

標準偏差 7.83 7.67 5.56 9.00 4.30 5.14

所属して 平均値 41.54 45.61 26.95 45.92 12.35 18.64

いない 度数 145.00 144.00 141.00 142.00 141.00 142.00

標準偏差 8.08 8.53 7.02 9.25 4.16 4.80

合計 平均値 42.70 47.18 28.40 47.09 11.15 19.16

度数 387.00 386.00 382.00 382.00 379.00 381.00

標準偏差 7.97 8.08 6.23 9.13 4.34 5.03

健康：球技＜武道

健　　康：所属している＞所属していない
生活習慣：所属している＞所属していない
運　　動：所属している＞所属していない
食  生  活：所属している＞所属していない
休　　養：所属している＜所属していない
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②高校時代との生活の比較
表6は、学科別に高校時代と比較した現在の生活

10項目（睡眠時間、相談できる人、など）の平均点を
算出し、それぞれ多重比較した結果である。詳細な
計算結果は紙幅の関係で省略したので、結果の概
要を以下に示した。学部生は他の学科生よりも、高
校時代より現在のほうが、相談できる人がいる、元
気がある、友人がいる、人目を気にしない、部屋が
片付いている　と感じていた。つまり学部生が短大生
に比べて高校時代よりポジティブであることが示され
た。
表7は居住地別の高校時代の生活との比較を示

したものである。寮生と一人暮らしの学生は自宅生よ
りも、高校時代より現在のほうが自分の時間が増え、
部屋が片付いていると感じていた。
同様に表8は、部活動への所属の有無で高校時
代との生活を比較したものである。部活生は無所属
生に比べて、忙しくて疲れ、勉学時間も短いが、友

人はできていることがわかる。表9は部活動の種目を
球技、個人競技、武道にわけて集計したものである。
個人種目所属学生は友人がいるという項目にポジティ
ブに回答したが、全体的には種目によって高校時代
との大きな違いは見られなかった。
高校と大学の生活の違いは、専門を学ぶ意識の

高さと生活時間の変化である。部活生は高校時代よ
りも下校時間が遅くなり、そのことが高校時代との違
いを生んでいると考えられる。
フォーラムの発表では、部活動の種別による比較も
示したが、大きな違いは見られなかったため、ここで
は割愛した。

今回の調査は一般大学生を対象とした診断検査を
用いた。一般学生と体育系学生の健康度が異なるか
などは、別の分析を行う予定である。また、部活生
の健康度はあまり研究がないので、さらに詳細な分
析が必要である。

表6　学部学科別の高校時代との変化に関する諸指標の集計

学部・学科 睡眠増えた 相談できる 疲れてない 元気ある 勉強増加 友人いる 不安少ない 人目平気 時間増えた 部屋片付く

大学学部 平均値 2.35 3.76 2.40 3.53 2.72 4.33 3.10 3.56 2.61 3.45

度数 286.00 286.00 287.00 287.00 285.00 286.00 286.00 287.00 285.00 286.00

標準偏差 1.45 1.28 1.24 1.19 1.49 1.05 1.41 1.31 1.41 1.42

短大保体 平均値 2.38 3.69 2.69 3.38 3.19 4.09 3.03 3.78 2.81 3.41

度数 32.00 32.00 32.00 32.00 31.00 32.00 32.00 32.00 32.00 32.00

標準偏差 1.21 1.26 1.18 1.18 1.30 1.09 1.26 0.91 1.35 1.32

児教幼小 平均値 2.28 3.33 2.33 2.94 2.72 4.11 2.67 2.78 2.17 3.72

度数 18.00 18.00 18.00 18.00 18.00 18.00 18.00 18.00 18.00 18.00

標準偏差 1.53 1.46 1.08 1.00 1.49 1.08 1.28 1.44 1.34 1.27

児教幼保 平均値 2.12 3.27 2.20 3.07 2.83 3.90 2.61 3.27 2.63 2.71

度数 41.00 41.00 41.00 41.00 41.00 41.00 41.00 41.00 41.00 41.00

標準偏差 1.35 1.28 1.17 1.03 1.32 1.11 1.34 0.95 1.36 1.31

合計 平均値 2.32 3.68 2.40 3.44 2.77 4.25 3.02 3.51 2.61 3.38

度数 377.00 377.00 378.00 378.00 375.00 377.00 377.00 378.00 376.00 377.00

標準偏差 1.42 1.30 1.22 1.18 1.46 1.07 1.39 1.26 1.40 1.41

＊「時間増えた」以外は、すべて逆転項目として得点を反転させ、高得点＝ポジティブな方向として集計．
相談できる：学部＞児教幼保
元気ある：学部＞児教幼小，学部＞児教幼保
友人いる：学部＞児教幼保
人目気にならない（平気）：学部＞児教幼小，保体＞児教幼小
部屋片付いている：学部＞児教幼保，保体＞児教幼保，児教幼小＞児教幼保
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表7　居住状況別の高校時代との変化に関する諸指標の集計

表8　部活動所属別の高校時代との変化に関する諸指標の集計

学部・学科 睡眠増えた 相談できる 疲れてない 元気ある 勉強増加 友人いる 不安少ない 人目平気 時間増えた 部屋片付く

自宅 平均値 2.35 3.62 2.45 3.48 2.79 4.14 2.94 3.55 2.43 2.89

度数 208.00 208.00 209.00 209.00 208.00 208.00 209.00 209.00 208.00 208.00

標準偏差 1.43 1.34 1.24 1.19 1.48 1.13 1.38 1.24 1.34 1.40

大学の寮 平均値 2.27 3.79 2.26 3.35 2.83 4.44 3.07 3.43 2.78 4.24

度数 121.00 121.00 121.00 121.00 120.00 121.00 121.00 121.00 120.00 120.00

標準偏差 1.44 1.27 1.15 1.20 1.42 0.97 1.37 1.29 1.45 1.02

一人 平均値 2.25 3.75 2.50 3.56 2.49 4.31 3.09 3.53 3.31 3.39

暮らし 度数 36.00 36.00 36.00 36.00 35.00 36.00 35.00 36.00 36.00 36.00

標準偏差 1.36 1.05 1.36 1.16 1.54 0.95 1.38 1.28 1.43 1.18

家族以外 平均値 2.25 3.75 2.50 3.75 3.25 4.00 3.25 3.75 2.25 3.25

の親族と 度数 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00

同居 標準偏差 0.96 1.50 1.00 0.96 0.96 1.15 2.06 1.50 0.50 1.71

その他 平均値 2.63 3.38 2.75 3.13 2.50 4.13 4.00 3.75 1.63 3.25

度数 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00 8.00

標準偏差 1.60 1.51 1.16 0.83 1.41 1.25 1.41 1.49 0.74 1.28

合計 平均値 2.32 3.68 2.40 3.44 2.77 4.25 3.02 3.51 2.61 3.38

度数 377.00 377.00 378.00 378.00 375.00 377.00 377.00 378.00 376.00 377.00

標準偏差 1.42 1.30 1.22 1.18 1.46 1.07 1.39 1.26 1.40 1.41

学部・学科 睡眠増えた 相談できる 疲れてない 元気ある 勉強増加 友人いる 不安少ない 人目平気 時間増えた 部屋片付く

所属して 平均値 2.22 3.65 2.23 3.41 2.52 4.34 2.91 3.45 2.35 3.47

いる 度数 237.00 238.00 238.00 238.00 235.00 238.00 237.00 238.00 236.00 237.00

標準偏差 1.43 1.34 1.23 1.19 1.45 1.02 1.41 1.30 1.38 1.44

所属して 平均値 2.50 3.73 2.69 3.49 3.19 4.09 3.22 3.62 3.05 3.21

いない 度数 140.00 139.00 140.00 140.00 140.00 139.00 140.00 140.00 140.00 140.00

標準偏差 1.38 1.23 1.15 1.16 1.37 1.13 1.33 1.20 1.32 1.34

合計 平均値 2.32 3.68 2.40 3.44 2.77 4.25 3.02 3.51 2.61 3.38

度数 377.00 377.00 378.00 378.00 375.00 377.00 377.00 378.00 376.00 377.00

標準偏差 1.42 1.30 1.22 1.18 1.46 1.07 1.39 1.26 1.40 1.41

時間増えた：自宅＜寮，自宅＜一人暮らし，寮＜一人暮らし，寮＞その他，一人暮らし＞その他
部屋片付いている：自宅＜寮，自宅＜一人暮らし，寮＞一人暮らし，寮＞その他

睡眠増えた：所属している＜所属していない
疲れたいない：所属している＜所属していない
勉強増えた：所属している＜所属していない
友人いる：所属している＞所属していない
不安少ない：所属している＜所属していない
自由時間増えた：所属している＜所属していない
部屋片付いている：所属している＞所属していない

「その他」の内訳なし
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4.   まとめ

学部生は、短大生と比較して健康、生活習慣、
運動が望ましい方向であった。寮生は、生活習慣、
運動、食生活が望ましい方向であるが、睡眠は少な
かった。その理由は寮では、規則正しい生活習慣や
食事が確保されていること、部活加入学生が多いこと
があげられる。
寮食を取っている学生は、生活習慣、運動、食
生活が望ましい方向であり、市販品を購入している
学生は、生活習慣、運動、食生活が不十分な方向
であった。また、家族が食事作る学生は、生活習慣、
運動、食生活が望ましい方向であった。
高校時代との比較では、学部生は他の学科生より

も、高校時代より現在のほうが、相談できる人がいる、
元気がある、友人がいる、人目を気にしない、部屋
が片付いている　と感じていた。寮生と一人暮らしの
学生は自宅生よりも、高校時代より現在のほうが自分
の時間が増え、部屋が片付いていると感じていた。
部活加入学生は、健康、生活習慣、運動、食生
活が望ましい方向だが休養少なかった。部活に所
属していない学生のほうが、所属している学生よりも、
高校時代より現在のほうが睡眠が増え、疲れておら

ず、勉強時間が増え、不安が少なく、自分の時間が
増えたと感じていた。
これらのことから、部活動はこれまで見てきた健康
度に関する諸指標で有益な部分が大きいが、疲労
感や時間面での制約を増やしていると考えられる。

文献
長谷川千里（2018e）本学学生のスポーツと健康に関
する意識および実態：『TWCPEウィメンアスリーツ

のためのスポーツ指導・健康手帳スポーツダイア
リー』指導を通して　―コンディション維持のため
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掛水通子（2018b）本学学生のスポーツと健康に関す
る意識および実態：『TWCPEウィメンアスリーツ

のためのスポーツ指導・健康手帳スポーツダイア

表9　部活動種別による高校時代との変化に関する諸指標の集計

学部・学科 睡眠増えた 相談できる 疲れてない 元気ある 勉強増加 友人いる 不安少ない 人目平気 時間増えた 部屋片付く

球技 平均値 2.30 3.48 2.13 3.28 2.56 4.17 2.90 3.25 2.23 3.48

度数 103.00 103.00 103.00 103.00 102.00 103.00 102.00 103.00 101.00 102.00

標準偏差 1.50 1.41 1.18 1.20 1.46 1.16 1.42 1.32 1.33 1.42

個人競技 平均値 2.25 3.89 2.35 3.51 2.61 4.52 3.03 3.70 2.39 3.67

度数 89.00 89.00 89.00 89.00 88.00 89.00 89.00 89.00 89.00 89.00

標準偏差 1.40 1.27 1.29 1.22 1.47 0.80 1.48 1.33 1.39 1.35

武道 平均値 1.94 3.61 2.50 3.67 2.65 4.56 2.89 3.61 2.83 2.89

度数 17.00 18.00 18.00 18.00 17.00 18.00 18.00 18.00 18.00 18.00

標準偏差 1.30 1.24 1.38 1.03 1.46 0.92 1.23 1.09 1.54 1.64

合計 平均値 2.25 3.66 2.25 3.41 2.59 4.35 2.96 3.47 2.35 3.51

度数 209.00 210.00 210.00 210.00 207.00 210.00 209.00 210.00 208.00 209.00

標準偏差 1.44 1.35 1.24 1.20 1.45 1.01 1.43 1.32 1.38 1.42

友人いる：球技＜個人競技
人目気にならない（平気）：球技＜個人競技
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